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１．はじめに 
現在の在宅医療では，医師，看護師，理学療法

士，ヘルパーなど，多職種の医療スタッフが，患
者とその家族にそれぞれ個別に介入することで，
様々な医療サービスが提供されている．しかし，
スタッフ間の連絡・報告などは，郵送または口述
などで行われているのが現状である．また，患者
の病状の経過を記録する書式と内容，および手段
が定型化されていないため，必要な情報の収集が
難しくなる場合や，主治医と専門病院主治医間の
緊急を要する連絡が困難になる場合が発生してい
る．さらに，在宅療養継続が困難となり，入院す
る施設への移行が行われる際，専門医が不在のた
め適切な医療を提供することが難しいなどの理由
から，地域病院が受け入れを躊躇する場合がある
[1]． 
これらの問題点を解決するために，病歴，治療

経過などの高水準医療情報の収集と，多職種医療
スタッフ間における情報共有を実現するシステム
が必要である．現在，地域間医療を充実させるた
めのネットワークシステムも開発されつつあるが
[2]，大掛かりな施設が必要となるのが現状である．
そこで，PDA（Personal Digital Assistant）を用
いた在宅医療支援のための医療従事者間情報共有
システムを開発した．PDA を使用することにより，
定型化された医療記録を医療チーム間で共有する
ことが可能となる．また，訪問診療時のスタッフ
の負担を軽減し，労働環境の改善が実現される． 
高水準医療情報の共有により，在宅医療の質の

向上に加え，病院間で患者の療養に関与する医療
情報や連絡事項の相互連携が可能となり，長期療
養受け入れ可能となる施設が増えることが予想さ
れる[3]． 
本稿では，開発したシステムの機能や期待され

る役割などについて述べる． 

 

２．システムの設計 

２．１ 概要 
本システムは，医療チーム間の連携をより綿密

に実施するための，専門病院，医院・診療所，お
よび訪問スタッフ間において，VPN（Virtual 
Private Network）で機密保持した Web データベー 
 
 

 
 
 

 

 
 

スシステムである．図１にシステム利用の全体イ
メージを示す． 

 

２．２ 設計方針 
 次の設計方針により，システムの構築を行う． 
(１) 情報をシステム内で完結させること 

医療情報を扱うというシステムの性質上，セキ
ュリティの問題は充分考慮しなければならない．
そこで，システム内の情報は外部に漏れることの
ないよう，セキュアな通信路を用い，利用認証を
行う． 
(２) システム管理者による利用者権限一括管理 

サーバ側でシステム管理者が利用者権限の登
録・変更・削除を一括して行うことにより，アカ
ウント関連のトラブルを防ぐ． 
(３) デジタルカメラによる画像の利用 

訪問診療時に，デジタルカメラを利用して画像
を撮影し，システム内に保存することによって，
より適切な診療を可能とし，治療経過の細やかな
記録を実現する． 

 
図１ システムの全体利用図 

 

３．システムの実装 
ハードウェアの構成としては，１台のデータベ

ースサーバを設置し，PC や PDA の Web ブラウザか
らそのサーバへのアクセスを行うという形になる．
それぞれのハードウェアの具体的な説明を以下に
示す． 
（１） 共有データベース（サーバ） 
データベースサーバを設置し，そこで利用者認

証・管理，アクセス制御，患者管理，データ管理
を行う． 
ソフトウェアの構成として，WWW サーバには

Apache2.0.52，データベースには PostgreSQL7.4.5
を用いた．また，Web ブラウザからデータベースへ
のアクセスを実現するため，PHP4.3.9 を用いた．
図２にシステムのソフトウェア構成を示す． 
データベース側で利用者の認証を行い，利用者

の職種によって操作権限が異なる．例えば，医師
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が記入するカルテの内容と看護師が記入するカル
テの内容は異なっており，利用者以外の職種のカ
ルテを記入することはできない． 
更新にされたデータついては，元のデータを取

り消し線で消して表示し，最新の正しいデータの
み取り消し線なしで表示する方法を採用している． 
（２） ブラウザ（クライアント） 
患者基本情報，カルテ情報，医療関係者情報の

参照・入力・更新システム，および医療関係者同
士のメッセージ交換システムを実現している． 
患者基本情報は，システムに登録されている患

者の詳細なデータであり，患者姓名，性別，家族
歴，連絡先などの情報が含まれる． 
カルテ情報は，通常のカルテに記載される情報

であり，患者の現在の状態や患者に対する投薬・
処置などの情報が含まれる． 
医療関係者情報は，医師，看護師，理学療法士

など在宅医療に携わる医療関係者の詳細なデータ
であり，所属病院，連絡先などの情報が含まれる． 
メッセージ交換システムは，医療関係者間で簡

易なメッセージを交換するシステムであり，PDA 端
末で撮影した医療画像を添付することも可能であ
る．通常の電子メールと異なり，システム内で完
結しているため，患者の匿名性などプライバシー
の問題を意識することなく利用することが可能で
ある． 
画像については，患者と関連付けた画像リスト

という形で保存されている．ユーザとして登録さ
れた利用者であれば，メッセージ交換システム内
で利用者以外宛に送信されたものでも，全て参照
可能である． 

 

４．システムの利用方法 
共有データベースサーバを１台設置する． 
在宅訪問診療の際には，PDA 端末を持参し，それ

を使用してデータ入力を，必要に応じて画像入力
を行う．PDA 端末は，ノート PC などに比べて軽量
なため，医療チームは，容易に持ち運ぶことが可
能である． 
PDA 端末には，デジタルカメラ機能（画像撮影・

発信機能）を有する機種を採用する．在宅診療の
際に，画像を撮影し，サーバにアクセスして画像
情報の登録を行えば，システムの利用者であれば
誰でもその画像情報を参照することが可能となる．
患者宅から遠隔地にある病院の主専門医が，この
画像を参照することにより，画像に基づいた傷の
治療経過などに対する適切な診療を行うことが可
能となる． 
データ入力については，サーバ上の電子カルテ

入力書式に従い，訪問診療時に行う．入力された
医療情報は，全てサーバに保存され，PDA や，在宅
主治医のコンピュータ端末から参照可能である．
図３に，実際の PDA 上の画面を示す． 

 

５．おわりに 
今回，在宅医療を行う医療関係者間の情報共有

を実現するシステムを作成した．これは，現在の
慢性的な入所・入院施設不足という問題を解決す
る一つの手段となり得る，また，定型化された書
式の医療情報を共有することにより，在宅医療の
質の向上が期待される． 
今後，選定モデル地区の患者の治療効果や満足

度，患者の家族の満足度，および医療チームの作
業効率面や診療情報交換の実態を調査し，本シス
テムの機能と有効性を検証する． 
 

 
図２ システムのソフトウェア構成 

 

 
図３ PDA 上での表示画面 

 

参考文献 

[1] 田上豊，村嶋幸代，福田健，古場祐司：在宅

介護支援システムの現状，情報処理，40 巻 7 号，

pp.668-672(1999). 

[2] http://www.haniwa-net.jp/ 

[3] 岡本重雄：在宅介護支援システム，情報処理，

40 巻 7 号，pp.673-676(1999). 

4－590



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




